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A drastic revision was made on the ministerial ordinance regarding water quality standards

for tap water
34
years after the

issuance in 1958. To comply with the new standards, water

quality measurlng devices including GC-MS, flameless atomic absorptiometer and ICP were

introduced to our latx)ratory and various measurlng conditions are studied. This paper des-

crit治S a part Of the study results in addition to the background of the revision and the

contents of the new standards. Techniques for measuring all items concerned will be acquired

by the enforcement of the ordinance in December 1993.

ま え が き

1957年に水道法が公布され,それに基づいて1958年に

｢水質基準に関する省令+が制定された｡その後一部改正

されたが,水道の水質の安全性と信頼性の確保を図るため

微量の化学物質を中･bに, 34年ぶりに大幅な見直しが行わ

れた｡基準の設定は,現行の水質基準の他,水道水源で検

出される可能性のある物質,健康影響,生活利用面,施設

管理面,内外の基準等の設定状況,水質検査の技術,水道

における検出状況など総合的に審議され設定された｡新た

に公布された水質基準の見直し内容と,それに対する当社

の対応について記することとする｡

1. 見直しの背景と経緯

産業活動の活発化や生活様式の変化に伴って河川･湖沼

等の公共水域の水質汚濁が起こり,特に湖沼の富栄養化が

進み,これらを水源としている水道では,毎年のように全

国で約2000万人前後の人々が異臭昧水の影響を受けてお

り,また,各種の化学物質の利用の拡大に伴ってこれらの

物質が短く微量ではあるが河川等から検出されるようにな

ってきている｡一方,おいしい水を求め家庭用浄水器やボ

ト/レ水の購入等,水に対する国民のニーズは多様化し,よ

り質の高い水道水の供給が求められている｡

また,国際的にも, WHO,米国EPAでは微量化学物

質を中心とした水質基準の見直しが進められている｡

このように水道水を取り巻く現状に対応し,将来にわた

って信頼できる安全でおいしい水道水を供給するために,
厚生省では,生活環境審議会に対して, 1990年9月に｢今

後の水道の質的向上のための方策について+の諮問を行

い,施設設備面については同年11月に答申された｡水道水

質に関する基準のあり方については,生活環境審議会水道

部会水質専門委員会において基準の設定,検査方法等につ

いて専門的な検討が進められ,その結果に基づいて, 1992

年12月に｢水道水質に関する基準のあり方+が生活環境審

議会から答申され,新たに｢水道基準に関する省令+が制

定された｡

2. 省令の改正について

1958年に水道法に基づいて｢水質基準に関する省令+が

制定され,その後2回改正され1978年に現行の26項目の省

令が制定された｡その後, 1981年にトリノ＼ロメタン, 1984

年にT-リクロロエチレン等, 1990年, 1991年にゴルフ場使

用農薬について等, 38項目の暫定水質目標値等が通知によ

り示され, 64項目について基準等が定められていた｡

水道水質に求められる基本的な要件は将来にわたって二水

道水の安全性･信頼性の確保に万全を期していくことを基

本的な考え方として, WHOにおける水道水質に関する基

準の見直し等国際的な動向にあわせて,現行の水質基準の

項目の必要性と基準値の見直しを行うと共に,わが国にお

ける各種化学物質の科学的知見や,実態調査における検出

状況等に照らして必要な項目を幅広く対象とし,水道水質

に関する基準の拡充強化を図ることになった｡更に,水道

水に対する国民のニーズの高度化に積極的に対応すべく,

おいしい水などの供給が出来るよう,より質の高い水道水

を目指す必要もあり,また,将来的に水道水源への影響が

懸念される化学物質について全国的に監視していくことと

なった｡水質専門委員会で検討された項目は144項目でそ

の内85項目が定められた｡
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水道水賓に関する基準

I.基準項目(46項目)

1.健康に関連する項目(29項目)

.ll

r項目名l覧芋漂L検査方法

j=!-jF-?S;=I-=e5fifif;]3w;;oi=-=;9;_e-:B_I:-?-_f漂莞喜喜撃…≡享子;L芋E,7≡享子■0.01mg/e以下と設定

喜o･o5mg/e以下同左同上

j1･_竺1竺竺学し__垂二‾同上

_8_l■二___きo･o1-/e以下i(漂%molmg/e李露艦‾原子吸光光臨フレ-ムVス-原9室ヒ素;o･olmg/e以下0.05mg/e以下同上
l

10妄フッ素o18mg/e以下同左イオンクロマトグラフ法,吸光光度法
‾‾‾‾‾‾l‾‾‾‾

lll一撃軍堅牢撃撃-1?T-g-I-eB!-エー-･同左パージ.r”T_去ク｡マトグラフー質量分析

;;-El'”7;≡三≡;;ンーーーーーー≠‡-;≡…:三……≡……:1.≡:,I;書落撃碧撃3豊吉';毒宣言
14i四塩化炭素垂o,oo2mg/e以下なしPT-GC-MS法,pT-GC法

Ij;11765;:L-ti=-_≡し_き重要菅‾‾‾‾--------一忘:cc=MM::,lHS-｡C-MS法,pT一
_18_L≡ス-1,2-ジクロロエチレン;0･04-g/e以下なし同上

l

･9･.ジクロロメタン‾｢二‾_1垂≠享有重なし同上

2:2:i･!う‾喜三…)uv;タン.≡‡:-m::,I,e≡崇:,ee藍壷慧‾三三‾室;寸‾p-{T:;-ク｡｡-I言=-;...3mg/e以下なしl同上

2=6g‾二妄軍三il-I:I]至≡章二‾‾‾‾■冨≡27室‾シマジン∠ご‾三‾右‾)!....3mg/e以下■-------l-----

≡;≡喜至≡f5/:v77-;7pliン｡｡二言～;-?:.o;:;';eDIDj7i室…;萱pト｡CーM芸上
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2.水道水が有すべき性状に関連する項目(17項目)

項 目

名.篭
準

漂; 検 査 方 法

1 塩素イオン

有機物等(過マンカン酸カT)

ウムテ肖費量)

鍋

秩

マンカ～ン

亜鉛

ナトリウム

カ/レンウム,マグネs/ウム等
(硬度)

蒸発残留物

10!フェノール類
1

llil,
1, 11ト.)クロロエタン

1

12 陰イオン界面活性剤

13書pH値
1

14;臭気

･5卜‾哀‾
16:包皮

17■濁度

200mg/e以下 同左

long/e以下
:同左

1.0
mg/β以下 同左

0.3mg/β以下
､同左

0.05
mg/β以下

1.0 mg/β以下

200
mg/e以下

300
mg/β以下

500 mg/e以下

0.005
mg/e以下

0.3
mg/β以下

0.2
mg/e以下

0.3
mg/e以下

同左

なし

同左

同左

同左

(通知で0.3 mg/ど
以下)

0.5
mg/β以下

5. 8-8. 6 同左

異常でないこと 蔓同左

異常でないこと ;同左

5度以‾F 同左

2皮以下 ;同左

イオンクロマT.グラフ法,滴定法

滴定法

フレームレスー原子吸光光度法, ICP法

フレームレスー原子吸光光度法, ICP法,吸光光
度法

フレームレスー原子【吸光光度法, ICP法

同 上

同 上

滴定法

重量法

吸光光度法

PT-GC-Ms駐, HS-GC-MS法, PT-

GC法

吸光光度法

ガラス電極法,比色法

官能法

同 上

比色法,透過光測定法

比濁法,透過光測定法,積分球式光電光度法

I(.快適水質項目(13項目)

項 目 名 目 標 値 検 査 方 法

1 lマンカーン
l

1

2
iアルミニウム
3 残留塩素

4 … 2-･メチルイソボルネオール
l

1

5 喜ジェオスミン

6
:臭気強度(TON)

7 遊離炭酸

有機物等(過マンガン酸カリ

ウム消費量)

9 iA(蒜蒜)'ム,マグネシウム等
----!
10 蒸発残留物

l

l

1

ll;濁度
1

12 ■ランゲリア指数(腐食性)

13‾巳‾盲‾窟‾‾‾‾
‾‾‾

0.01
mg/e以下

0.2
mg/e以下

1
mg/e程度

粉末活性炭処理
粒状活性炭等恒久施設

粉末活性炭処理
粒状活性炭等恒久施設

0,00002
mg/e以下

0.00001
mg/β以下

0.00002
mg/e以下

0.00001 mg/e以下

3以下(おいしい水研究会)

20
mg/β以下

3mg/e以下(おいしい水研究会)

long/β以上100mg/β以下
(おいしい水研究会)

30mg/e以上 200mg/e以下
(おいしい水研究会)

給水栓で1度以下
送配水施設入口で0. 1度以下

-1程度以上とし,極力oに近づける

7.5程匿

フレームレスー原子吸光光度法, i CP法

同 上

比色法(DPD法,オルトトリジン法),電流法

PT-GC-MS法

同 上

官能法

滑走法

同 上

同 上

重量法

透過光測定法,積分球式光電光度法

pH値等から算出

ガラス電極法,比色法
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Ⅲ.監視項目(26項目)

項 目 名 覧 賢
一----一票

検 査 方 法

1 :エ;ンス‾1,
2-ジクロロエチ･

o･o4mg/e以下

2 l､ノレエン

3 キシレン

4
p-ジクロロベンゼン

5

6

7

8

9

10

ll

1, 2-ジクロロブロバン

フグル酸ジエチルへキシル

ニッケノレ

アンチモン

ほう薫

こモリブデン

ホルムアルデヒド

12≡ ジクロロ酢酸

13 トリグロロ酢酸

14 ジクロロアセトニトリル

15!抱水クロラール

16;イソキサチオン

17毒ダイアジノン

0.6
mg/e以下

0.4
mg/β以下

0.3
mg/β以下

0.06
mg/β以下

0.06 mg/e以下

0,01
mg/e以下

0.002
mg/β以下

0.2
mg/β以下

0.07
mg/e以下

0.08
mg/β以下

0.04
mg/β以下

0.3 mg/β以下

0.08
mg/β以下

0.03
mg/e以下

0.008
mg/β以下

0.005
mg/β以下

18■ フェニトロチオン(MEP) ;0.003mg/β以下

19 イソプロチオラン

20.グロログロニル(TPN)

21 プロピザミド

22 ジクロルポス(DDVP)

23 フェノブカルブ(BPMC)

0.04 mg/β以下

0.04
mg/β以下

0.008
mg/e以‾‾F

0.01
mg/e以下

0.02
mg/β以下

24 クロルニトロフェン(CNP) 0.005mg/e以下

25 !イブロベンホス(IBP) 0.008mg/β以下

26 E PN 0.006 mg/β以下

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

ゴルフ場使用農薬と
して0.008 mg/e以‾F

ゴルフ場使用農薬と
して0.005 mg/β以下

ゴルフ場使用農薬と
して0.01

mg/e以下

ゴルフ場使用農薬と
して0.04

ⅠⅦg/β以下

ゴルフ場使用農薬と
して0.04 mg/e以下

ゴルフ場使用農薬と
して0.008 mg/e以下

なし

なし

なし

なし

有機りんとして検出

されないこと(定量
限界0.1 mg/e)

PT-GC-MS法, HS-GC-MS法, pT-

GC法

同 上

同 上

同 上

同 上

溶媒抽出-ガスクロマトグラフー質量分析法,
溶媒抽出-ガスクロマトグラフ法

フレームVス-原子吸光光度法, ICP法

水素化物発生一原子吸光光度法

ICP法,吸光光度法

フV-ムレスー原子吸光光度法, ICP法

溶媒抽出--ガスクロマトグラフ法

溶媒抽出-ガスクロマトグラフ-質量分析法,
溶媒抽出-ガスクロマトグラフ法

同 上

同 上

同 上

固相抽出-ガスクロマトグラフー質量分析法,
固相抽出-ガスクロマトグラフ法

同 上

同 上

同 上

同 +二

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

同 上

ゴルフ場使用農薬30種のうち, 基準項目2種,監視項目6種でそれ以外の22種

殺虫剤･---- 4種

イソフェンホス 0.001mg/e

クロルピリホス 0.004mg/♂

トリクロルホン(DPE)0.03mg/♂

ビリダフェンチオン 0.002mg/ど

殺菌剤---=-9程

イブロジオン 0.3mg/e

エトリジアブール

オキシン飼

キャブタン

クロロネブ

0.004
mg/♂

0.04
mg/♂

0.3 mg/♂
0.05
mg/ど

トリクロホスメチル0.08mg/e

フルトラニル 0.2mg/ど

ペンシクロン 0,04mg/e

メプロニル 0.1mg/♂

除草剤----･･ 9種

アシ/エラム

テノレブカノレブ

ナプロパミド

ブタミホス

ペンスリド

0.2
mg/ど

0.02
mg/♂

0.03
mg/♂

0.004 mg/e
0.1
mg/e

ベンフルラリン 0.08mg/♂

ペンディメタリン0.05mg/ど

メコプロップ 0.005mg/♂

メチルダイムロン0.03mg/♂
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3.新水質基準について

3. 1基準項目

水道水に求められる基本的な要件の第1は,安全性と信

頼性の確保である｡この事から人の健康に影響を及ぼすお

それのある項目をまとめて, ｢健康に関連する項目+とし

て29項目が設定された｡

健康に関連する項目については,生涯にわたって連続的

な摂取をしても人の健康に影響が生じない水準を基本とし

て安全性を十分考慮して基準値を設定している｡

水道水に求められる第2の要件は,水道としての基本的

機能的条件の確保である｡この要件は,負,濁り,におい

など生活利用上,あるいは腐食性など施設管理上の要請を

満たすものであり,これに関連する項目をまとめ, ｢水道

水が有すべき性状に関連する項目+として17項目が設定さ

れた｡

水道水が有すべき性状に関連する項目については,二水道

水としての生活利用上あるいは水道施設の管理上から見て

障害が生ずるおそれのない水準として基準値を設定してい

る｡

これら二つの項目は,水道水にとって必須の項目で,衣

道法に基づく水質基準として全ての水道に一律に適用する

ものである｡

水道水に対する今日的な要望からみれは,基準項目以外

に水道水の水質に関して,水質基準を補完するために次の

二つの項目を設定した｡

3. 2 快適水質項目

国民のニ-ズの高度化に積極的に応えられるよう,おい

しい水など質の高い水道水を供給するための目標を｢快適

水質項目+として13項目が設定された｡

快適水質項目の採用については,基準項目と異なり個々

の水道事業者の判断にゆだねられるもので,より質の高いお

いしい水の供給を目指すために,目標値の活用が望まれる｡

3. 3 監視項目

健康に関連するもののうち,全国的にみて現状では水道

水中での検出レベルが極めて低いことから基準項目とする

必要性はないが,体系的･組織的に監視を行うことにより

全国的に検出状況を把握し,適宜,水質管理に活用するこ

とが望まれる項目を｢監視項目+として26項目が設定され

た｡

監視項目は,健康に関連するものであるから,その指針

値は基準項目に準じて生産にわたる連続的な摂取をしても

人の健康に影響が生じない水準を基とし,安全性を十分考

慮して定められている｡また将来的にほ検出レベルが上昇

する懸念もあるため,安全性を期する見地から全国的に監

視を行うこととされた.なお,監視結果については,国に

おいて科学的な検討を加えた上,検出状況によっては必要

に応じ基準項目-移行させるものである｡

4.水質検査結果の評価について

水道基準項目の健康に関連する項目のうち,一般細菌,

大腸菌群,シアン,水銀については, 1回の検査結果毎の

値を基準値と照らし合わせて行い,それ以外の健康に関連

する項目の基準値は,生涯にわたる連続的な摂取をして

ち,人の健康に影響が生じない水準を基とし安全性を十分

考慮し基準を設定したものであるから,万一,一時的に検

査結果が超過したとしても,直ちに健康上の問題に結びつ

くものではなく,その評価は長期的な検査結果を基準と照

らし合わせて総合的に行うこととなった｡

水道水が有すべき性状に関連する項目については,負,

濁りなど生活利用上あるいは施設管理上の要請から,水道

水に基本的に必要とされる項目については,その基準を超

えることにより利用上･機能上の障害を生じるおそれがあ

ることから, 1回の検査結果毎の値を基準値と照らし合わ

せることにより評価を行うこととなった｡

5.検査方法について

検査方法は,定量下限が基本的に基準値の10 %であるこ

と,
Flg/eレベルといった微量潰度測定が要求されている

こと,対象項目が多いことを踏まえ,多成分同時分析可能

な機器を用いた一斉分析法を基本として,複数の分析方法

が設定されている｡前処理操作についても簡略化され,痩

時間に測定可能である手法が設定されている｡一方,測定

精度が明確化され,基準値の1/10値に対して変動係数で

10-20%の値が定められている｡このように,新基準は,

多肢にわたる物質について,より低濃度まで精度良く分析

し,評価することが要求されている｡

6. 当社の分析手法

今回の水質基準の見直しにより,浄水における水質評価

は,従来の衛生的見地に加えて,質的要望(異臭味,発ガ

ン性物質)の見地から,多岐に渡る微量物質の評価が必要

となってきた｡当社においても,今回の新水質基準値を満

足するのみでなく,さらに低て寮度レベルの分析を行い評価

を行う体制を整える必要がある｡

従来,分析法は個々の成分について確立,適用されてき

た.しかし,このように,多様化する分析ニーズに応え多

くの項目を効率よく,かつ速やかに分析するためには,機

器を用いた多成分同時分析法を基本とした分析技術の確立

を行う必要がある｡浄水に対する当社の取り組みは,対象

試料の項目及び潰度レベルに応じた適切な分析手法を選択

し実施することを目的とし,有機物質(一般有機化学物

質,消毒副生成物及び農薬)はガスクロマトグラフ質量分

析法,金属は原子吸光光度法および誘導結合プラズマ発光

分光分析法の併用,非金属についてはイオンクロマヤグラ

フ法を,それぞれ主体とすることを検討した｡

6. 1有機物質

有機物質は,その性質から主に揮発性有機物質と農薬に

分類される｡分析法は,ガスクロマ十グラフ法(以下, G

C法),ガスクロマTlグラフ質量分析法(以下, GC-MS

法)及び高速液体クロマトグラフ法(以下, EPLC法)

が設定されている｡

揮発性有機物質は,低沸点有機ノ＼ロゲン化合物,芳香族

炭化水素および消毒副生成物であり,それら検査方法と対

象項目を第1表に示す｡前処理法は,揮発性有機物質はパ

ージ･トラップ法(以下, PT汰)またはヘッド･スペー

ス法(以下, HS法)である｡第1図に示すようにHS法

は,一定温度に保たれた密閉容器の中での気液平衡に達し

た系で気相部に移動した揮発性有機物質の一部を採取し測

定する手法である｡本法は,特殊な器具を必要とせず,普

た選択性もあるが,物質により気相部-の移動量が違うた

め,感度が異なるという問題点がある｡一方, PT法は,
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第1表 揮発性有機物質の検査方法

Table 1 Test
methods of volatile organic compounds (VOCs)

: ≡
lTrichloroetylene

l t ≡Chloroform

Tetoracb 1oroetyl ene

cis-1 , 2-Dichloroethylene

Ben zene

Brom
od ich
Iorome th ane

Bromoform

･Es.!梢eI::r2i-cBli::7:?oaentheyl;ny?｡n｡l
. ≡p-Dichlorobenzene 1,2-Dichloropropane

: ;carbon Tetorachloride 1, 1, 2-Trichloroetbane

l

: 1
, 2-Dichloroetbane 1

,
3-Dichloropropene

l

PT : Purge and trap

HS : Ilead space

G C : Gas
chromatograpby

MS : Mass spectrometry

第 2 表 GC検出器の特長

Table 2 Character
of
GCIDetector

Detector
:

Sensitivity : Selectivity l Compounds

F ID IO‾10

1

E C D IO‾12 Halogen

EPD IO‾10
. P, S

MS
■ 10‾13

. High

Organi c

compounds

Organoch 1or i°e

compounds etc

Organoph
osph

orllS

compound

Organosul
ph
ur

compounds

Organic

compounds

S＼,ri】1ge

Closed vessel

1､bprnl()Slat

Pt】rge gas

Hed space

第1囲 揮発性有機物質前処理法

Fig. 1 Pretreatment
of VOCs

Trap

Closed vessel

Purge arid trap

試料中に溶け込んでいる揮発性有機物質を強制的にガス

(へ1)ウム)でパージして追い出し,その全量を分析する

手法である.低i9B,点化合物ではパージされやすくトラップ

されにくいといった問題点があるが,物質による感度差が

少なく,またGCへの注入量が, PT汰:HS法-1 :1/

10-1/100と言われP T法の方が高感度である｡1)

写真1 GC-FID (Yokogawa 5890)
Photo. 1 GCIFID(Yokogawa 5890)

写真 2 GCIECD
-ヘッドスペースー

(島津GC-14B, HSS-2B)
Photo･ 2 GC-ECD

-Head space-

(Shimadzu GC-14B, HSS-2B)

写真 3 GC-MS
-パージトラップ-

(島津QPllOOⅥ7A, Tekmar L S C2000)
Photo･ 3 GC-MS

-Purge and
trap-

(Shimadzu QPllOOWA, Tekmar LSC2000)

試料は前処理後, GC-導入され成分毎に分離,検出さ

れる｡揮発性有機物質は20-50種と種類が多いため,カラ

ムは高分離能が必要であり,内径の細いナローキャピラT)

-カラム(0･3-0･25mm)が適すると考えられる｡次に,

用いられるGC検出器の特長を第2表2)に,各機器を写真

1-3に示す｡これらより,選択性が高く対象項目の全般
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第2園 才筆発性有機物質のトータルイオンクロマトグラム

Fig. 2 Total ion
chromatogram of VOCs

写真 4 液体クロマトグラフィー(島津LC-10A)

PIIOtO. 4 HPLC (Sbimadzu LC-10A)

に適応可能な質量分析計が適すると考えられる｡

以上より,当社の揮発性有機物質分析法ほ,前処≡哩法と

してPT法を行い,ナローキャピラl)-カラムで分離後質

量分析計で検出を行う,パージ･トラップーガスクロマト

グラフー質量分析法(PT-GC-MS法)を適用するこ

ととした｡本法にて分析した揮発性有機物質の0.005mg/e

混合液のクロマトグラムを第2囲に示す｡

農薬については,固相抽出後にGC-MSまたはHPL

Cで測定を行う3)こととし,分析方法を第3図に, HPL

C機器を写真4に,農薬分析の一例を第4囲に示す.

10()

第3園 農薬分析方法

Fig. 3 Methods for the determination of pesticides

1i

13
12

ll

16

1.-7

17 18

】9

I)4
リ

_

13,31 21.65 29.98

Retention time [miB]

1 S血azine[C且T12 Ch)()丁=thal()nil[TPhT]3 Prop)-zalTlide 4 I)iazinoll
5 Tolcl()f()smetT1 6 Fenitrotbion[MEP1 7 Chlorp)-rifos 8 Captar1
9 Pelldimethalirll〔)IsofeIIPhos ll lsoprothio)ane 12 Napropamide
l:)'ButaITlif‖s 14 Flutolallil 1:) lso7(athioI1 1F) N∫p
17 C＼1) 18 1pI-()di川1e 19 Bensulide[SAPl

第4囲 農薬のトータルイオンクロマ十グラム

Fig. 4 Total ion chromatogram of pesticides

6. 2 金属

金属の分析法は,原子吸光光度法(水素化物発生法及び

フレームレス法)及び誘導結合プラズマ発光分光分析法

(以下, ICP法)が設定されている｡ただし,水銀は,

現行法と同手法が規定されている｡

当社の金属分析法は,原子吸光光度-フレーム法,原子

吸光光度-フレームレス法, ICP法及び誘導結合プラズ
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第 3 表 元素分析法の特長

Table 3 Character of detecting metals

Sensitivity Simultaneous analysts

･
operation

(g) of elements

Flame-AAS IOー7.･-10‾9

Furnace-AAS 1019～10112

ICP-AES 10‾8′-lo一l 1

〉く

ICP-MS 10- 1 2 0

AAS : Atomic Absourption Selectivity

ICPIAES : Inductivity Coupled Plasma Atomic Emission

Spectrometry

ICP-MS : Inductivity Coupted Plasma Mass Spectrometry

(

主 o
竺

C)

= ().0

(I.0(

lE-

1E-

AI Zl1
(⊃ □

Pb MII Fe Cr
△ t ▲ ●

I() 10〔) 1 OHO

C〔)□celltratioll [pg 9 ]

第5園 検量線(ICP法)

Fig-. 5 Calibration curve (ICP)

マ質量分析法(以下, ICP-MS法)を行っており,そ

の特長を第3表に,各機器を写真5-7に示す｡

原子吸光光度-フレ-ム法は,感度が低く新基準に適用

出来ない｡フレームレス法は,感度は高いが,測定が1元

素毎であり,操作も煩雑で時間を要するため,多元素多試

料への適用には問題がある｡ I CP法は,多元素同時測定

可能であるが,感度ほフレーム法とほぼ同等で低い｡その

ため,試料導入に超音波ネブライザーを用いて,導入効率

を上げることにより,感度を10ノ-50借上げて分析を行っ

た｡本法により得られた検量線の一部を第5図に示す｡

Pbなど一部の元素については基準の1/10値を満足出来

ない問題点が認められた｡ ICP-MS法は,多元素同時

i則走可能であり,ほほ全元素について非常に高感度であ

る｡しかし, Feなど一部の元素については,生成する分

子イオンの妨害を受けるものがある｡

これらより,分析に際しては,各機器の特長を生かし,

基本的手法はI CP法とし,目的金属及び濃度レベ/レに応

じて,分析機器を選択すべきであると考えられる｡

写真 5 フレーム,フレームレスー原子吸光光度計

(セイコー電子工業 SAS7500)
Photo. 5 Flame & Furnace-AAS (Seiko SAS7500)

写真 6 ICP
-超音波ネブライザーー

(セイコ-電子=業 SPS1500VR)

Photo. 6 ICP
--Ultrasonic nebulizer- (Seiko SPS1500VR)

写真 7 ICP-MS

(セイコー電子ー工業 SPQ8000)

Photo. 7 ICP-MS (Seiko SPQ8000)
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写真 8 IC (ダイオネクス2000i/sp)

Photo･ 8 IC (Dionex 2000 i/sp)

6. 3非金属

非金属の陰イオン類の分析法はイオンタロマトグラフ法

が設定されている｡本法は,前処理としては,炉過を行う

だけであり,迅速･高感度な手法であり,当社も本法で分

析を行っている｡分析機器を写真8に,得られた陰イオン

類のクロマTlを第6図に示すo

む す び

以上,新水質基準の改正の背景と内容,及び当社の対応

について述べた｡新水質基準は, 1年間の準備等の猶予期

間を経て,平成5年(1993) 12月から施行される｡当社

は,これに対応するため,機器を主体とした分析を行うこ

ととし,検討を行った｡

一方,これらの対象物質の潰度レベルは非常に低く,刺

定環境,使用容器及び薬液等から汚染を受け易いため,担rJ

定環境の調査を行い, -ンドリング法を明確にしなければ

ならない｡また,分析する環境試料中には多数の物質が存

在し,成分間の濃度差は106倍に及ぶ場合もあるため,共

存する物質を除去し,目的とする微量成分を高感度に分析

する必要がある｡そのため,前処理法の詳細な条件など種

5り
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-1r)

F‾‾

L

Cl‾
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Cl‾

NO3‾
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んp?/'3

ll

り D 10

Retelltio11 tinle [min]

Columll
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SしIppreSS()r
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1
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5
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1.7 mM NaliCO3

2
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AIli()】1Self regenerati□g stlPpreSSOr

:-)O/L且

Suppressed conductivjt),

第6園 陰イオン類のクロマトグラム

Fig. 6 Chromatogram
of
inorganic anions

々検討を行い,今後,より精度が高く,安達した測定方法

を追求していく予定である｡

また,これらの分析法が確立されたことにより,環境庁

より平成5年3月8日に告示された｢水質環境基準+にも

対応が可能となる｡
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